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短い秋が過ぎ、今年の紅葉もわずかでしたね。急に寒くなりインフルエ

ンザも流行していますが、体調を崩していませんか。病院では様々な研

修やイベントが行われました。病院の様子をお知らせいたします。今年も

残すところあとわずかです。皆様、良いお年をお迎えください。

総勢41名の看護補助者対象に「食事介助」の技術研修

が行われました。様々な患者の状況に合わせた安全な

食事介助はスキルが必要になるため、皆さん真剣に研

修に取り組んでいました。誤嚥を防ぎ、安全な食事介助

の経験を積んでいきましょう。

「自己の看護実践を振り返り、看護観を深める」

ことをねらいとし、今年度も、2年目看護師による

ケースレポート発表会

が開催されました。

活発に意見交換し、

看護を語り合いました。

皆、看護師としての

成長が感じられました。

看護補助者研修

食事介助：10月16日（月）～20日（金）
コロナも5類になり、病院互助会のレクレーションが再

開しました。五万石ふぐ料理やラシャンスのフレンチに

舌鼓を打ち、至福の時を過ごしました。

安全

病院互助会レクレーション：11月・12月

研修センターでは毎年消防学校に出向き、救
急隊員としての知識・技能

の向上を図るための教育

訓練を実施しています。

市民の安全を守るため

体位変換・移送につい

て学びを深めました。

クリスマスのこの時期に

行うキャンドルサービスは、

「世の光」によって照らされ

た患者さんに癒しと光を与

え闘病意欲を高めてもらえ

るよう医師・看護師がメッセ

ージカードを贈る厳かなイベ

ントです。患者さんの嬉しそうな顔が印象的でした。

今年度は、12演題の

発表が行われました。

身近な疑問をテーマ

とし、看護の質向上の

ため、熱心に取り組み

大きな成果を上げま

した。今後が楽しみです。

今年度、「赤十字 愛と誠と夢のある病院組織

へ」をテーマとし、第59回日本赤十字社医学会

総会が京都で開催されました。看護部からは、6

演題発表し、全国の仲間たちと研究成果を分か

ち合いました。

消防学校での救急隊員への講義・演習
12月4日（月）・14日（木）

ケースレポート発表会：11月16・17日（木・金）

キャンドルサービス：12月22日（金）

院内看護研究発表会：11月25日（土） 赤十字医学会総会in京都：11月9・10日（木・金）

椙山女学園の杉浦

美佐子先生から、温

かい講評と質的研究

について講義があり

ました。

姿勢を整えて！

スプーンの角度

が重要ですね。


